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１．はじめに  

 令和 4 年 2 月 8 日に北海道小樽市と札幌市を結ぶ札樽

自動車道（以下,「札樽道」）上り W31.6kp で雪庇の崩

落が発生した（図１）．それに伴い，落石防止金網の一

部が倒され，本線へ雪が流入し，通行止めを実施するこ

ととなった（写真１）． 

 

図１ 発生場所 

 

写真１ 雪庇崩落により落石防止金網が崩壊した様子 

 

本稿では，雪庇崩落の発生から調査開始，処理対応な

ど一連の事象の報告と，ドローンで撮影した現場状況の

映像を，汎用アプリを使用してリアルタイムで配信した

ことによる有効性や活用性について報告する． 

 

２．降雪・交通状況 

 雪庇崩落が発生した令和 4 年 2 月 8 日時点の朝里地区

の累計降雪量は 467.3 ㎝，積雪深は 110.3 ㎝であった．過

年度平均の累計降雪量は 334.3 ㎝，積雪深は 64.6 ㎝であ

り，これは過年度平均に比べて，累計降雪量は約 1.4 倍，

積雪深は約 1.7 倍に相当する（図２,図３）． 

 

 
図２ 朝里地区の累計降雪量（令和４年２月８日時点） 

 
図３ 朝里地区の積雪深（令和４年２月８日時点） 

 

なお，発生当時の札樽道（上下）の断面交通量は

9,400 台／日であり，鉄道の運行状況は快速エアポート

が運休しており，普通列車は 2 月 8 日 20 時より運転を再

開していた． 

また，札幌管区気象台によると雪庇崩落が発生する数

日前の 2 月 5 日から 2 月 6 日にかけての 24 時間で，札幌

市では 60 cm の降雪を観測した．これは，観測を取り始

めた 1990 年以降で最多の記録であった． 

 

３．現場対応 

３．１ 調査開始～本線上の除雪完了まで 

 2月 8日の 19時 56分に交通管理隊からの報告を受け，

20 時 00 分に札樽道（上）小樽 JCT～銭函 IC 及び後志自

動車道（上）小樽塩屋 IC～小樽 JCT の通行止めを実施し

た．21 時に札幌管理事務所から出発した最初の現地調査

班が現場に到着し，現地調査班が現場を確認したところ，

雪庇が崩落した切土のり面上部に残存する雪庇を確認す

ることができた（写真２）．切土面の高さは約 25～30ｍ 
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あり，残存する雪庇の延長は道路延長方向に15～20ｍで

高さは3～4ｍ程であった．また，本線には延長約30ｍ，

幅約8ｍ，最大で高さ約1ｍに及ぶ雪が崩落していた．雪

は路肩及び走行車線だけではなく，一部追越車線までは

み出していた．なお，幸いこの雪庇崩落による第三者被

害は無く，下り線までには影響がなかった．現場状況を

確認した後，除雪車によって本線上の除雪を行い，21時

40分までには本線上の除雪が完了した（写真３）． 

 

写真２ 切土のり面上の雪庇 

  

写真３ 除雪前の本線と除雪後の本線 

 

残存する雪庇の再落下の可能性を考慮して継続監視を

行うとともに，雪庇上部の状況を調査するため，翌9日の

朝にドローンにより詳細を把握することとした． 

 

３．２ 雪庇状況の確認～通行止め解除まで 

 本線上の除雪が完了後，通行止めの解除を行うために

は以下の4つのステップが必要であった（図４）． 

 

図４ 通行止め解除までのステップ 

ステップ①：のり面上部の雪庇処理 

ステップ②：落石防止金網の積雪除去（写真４） 

ステップ③：落石防止金網の撤去（L=約28ｍ）（写真５） 

ステップ④：仮設落雪防止柵の設置（L=約28ｍ） 

 

写真４ 落石防止金網の積雪除去範囲（黄色線内） 

 

写真５ 既設の落石防止金網の撤去範囲（赤色部分） 

 

まずは，雪庇の再落下を防ぐためにステップ①ののり

面上部の雪庇処理を行った．雪庇処理を行うには，雪庇

上部の状況を把握する必要があるため，ドローンを使用

して雪庇の詳細について確認した．ドローンを使用して

現場確認を行う際，現地にいる人間以外にも現場の状況

を確認することができるように，汎用アプリである「ツ

イキャス」を使用してリアルタイム配信を行った．なお，

リアルタイム配信は管理事務所防災対策室（以下，「本

部」）から確認することができ，本部の対策要員もリア

ルタイムで状況の共有が可能になった． 

ステップ①については，ドローンの映像確認により，

雪庇箇所を人力にて処理することになった．急斜面であ

ったが，本線側からのアクセス方法を確認出来たため，

本線からのり面上部に徒歩にて進入した（写真６）．リ

アルタイム配信をしたことで，崩落の危険がある雪庇の

張り出し部の状況や作業の進捗状況をドローンで確認し

つつ，本部と現場でやり取りを行いながら，現地での作

業を安全に進めることが可能になった（写真７）． 

 

写真６ 本線からのり面に進入している様子 

雪庇 



  

写真７ ドローンによる雪庇を撮影した写真 

 

 また，ドローン以外にも現地の状況を録画しつつリア

ルタイムで映像を提供するウェアラブルカメラ（Safie 

Pocket2）や迅速なやり取りができる LINEWORKS 等のツ

ールを用いて現場状況をリアルタイムで確認しながら作

業を行った．ウェアラブルカメラ及びドローンのライブ

映像を配信したことで，本部において現場の状況を一早

く把握することが可能になるとともに，LINEWORKS を

用いて素早く指示や連絡を行うことができた．これらの

ツールを効率的に用いたこともあり，雪庇箇所の処理を

始めてから約3時間半後にのり面上部の雪庇処理が完了し

た（写真８）． 

 

 

 
 

 

写真８ のり面上部の雪庇処理の様子 

 

なお，雪庇処理のためのり面上部に登頂した際，のり

面上部にある雪庇防止網が損傷していることが確認され

た．網の劣化・損傷により雪庇防止機能が発揮できてい

なかった．単管枠が残存していたので，当日（2 月 9 日）

のうちに網を再設置し，雪庇防止網も復旧した（写真

９）． 

  
写真９ 雪庇防止網再設置の様子 

 

ステップ①ののり面上部の雪庇処理が完了後，現地設

置のウェアラブルカメラにより本部にて現地の状況を確

認しつつ，ステップ②の落石防止金網の積雪除去を行っ

た（写真１０）．落石防止金網の上に積もった雪は油圧

ショベル及び除雪車を用いて撤去した．積雪除去後は，

ユニック車等を用いて約 28ｍある落石防止金網の撤去を

行った（写真１１，写真１２）． 

 

写真１０ 落石防止金網の積雪除去の様子 

 
写真１１ 落石防止金網の撤去の様子 

 

写真１２ 落石防止金網の撤去完了の様子 

作業前 作業中 

作業範囲 

作業完了 

作業中 作業完了 

2/9 11：00 作業前 

2/9 13：30 作業中 

2/9 14：30 雪庇処理完了 

2/9 15：00 積雪除去 

2/9 17：50 落石防止金網の撤去 

2/9 19：10 落石防止金網の撤去完了 



落石防止金網の撤去後，ステップ④の仮設落雪防止柵

の設置を行った．仮設落雪防止柵の設置の流れとしては，

既設の上段支柱と金網を撤去後，既設の下段支柱と単管

をクランプで固定し，上段部にひし形金網を取り付けた

（図５）． 

 

図５ 仮設落雪防止柵の設置イメージ図 

 

仮設落雪防止柵の設置完了後，再度除雪や剤散布を行

い，10 日の深夜 1 時 30 分に通行止め解除に至った（写真

１３）．雪庇崩落を発見してから約 29 時間半後のことで

あった．また，通行止め解除後は現地に異変がないかの

確認のため，災害用として常備している屋外型 web カメ

ラを設置し本部にて監視を行った． 

 
写真１３ 仮設落雪防止柵の設置完了の様子 

 

４．リアルタイム配信の有効性について 

 本事象では，「ツイキャス」を利用してドローン映像

のリアルタイム配信を行ったことで，本部で現場状況を

リアルタイムで確認することができた．現地と本部との

間で現場状況を逐次共有できたことにより，的確な判断

及び指示が可能となり，安全に作業を行うことができた．  

また，ドローンを使用することで上空から俯瞰して現

場状況を確認することができ，突発事象でも一早く全体

像の把握をすることが可能となった． 

よって，リアルタイム配信は災害発生時の情報収集及

び迅速な復旧に対して大いに有効であることが確認でき

た． 

 

５．本事象の要因と対策について 

本事象の発生要因として挙げられるのは雪庇防止網の

損傷及び損傷状況が確認できていなかったことである．

冬期雪氷対策の準備手順や点検内容が継承されておらず、

対策施設の点検や補修・更新がされなかったことが反省

点として挙げられる．また，当該箇所で約30年前に雪庇

が発生しており，前回も雪庇処理を行ったことが判明し

た．過去の情報や経験が上手く引き継がれていなかった

ため，危険個所の把握や過去の情報や経験といった災害

事例の見える化、対策施設の点検の徹底を改めて行い，

防災・減災に努めていきたい． 

 

６．リアルタイム配信の課題と今後の活用について 

 ドローンを使用したリアルタイム配信は，日中の晴れ

または曇りの日しか使えず，使用機会が天候等によって

制限されることが課題である．また，汎用アプリを利用

しているため，アプリ側の更新等で利用方法の制約が生

じたり，映像の配信の際に第三者からハッキングされる

可能性があることも課題である． 

 一方でリアルタイム配信の活用として，撮影した映像

をTwitter等のSNSで迅速に情報発信できるという点である．

今回の事象でも実際にTwitterで情報発信を実施しており，

お客さまへ素早い情報提供を行うことで，通行止め実施

のご理解を得られたと考える（写真１４）．この迅速に

現場の状況を共有できるという強みは，災害対応だけで

はなく事故現場の確認や点検等にも今後活用できると考

えられる． 

  

 

写真１４ Twitterでの投稿とその反応について 

2/10 0：30 仮設落雪防止柵の設置完了 


